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留萌市議会

議会です
こんにちは
主
な
内
容

第 124 号

留萌市議会だより

URL：http://www.e-rumoi.jp/gikai/index.html
E-mail：rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

※左記のQRコードからも
留萌市議会のホームペー
ジにアクセスできます。

 P10 •中学・高校生との意見交換会を開催します
 P11 •各常任委員会からの報告
 P12～P14 •第１回定例会一般質問項目
 P15 •予算審査特別委員会からの報告（一部抜粋）
 P16 •森林・林業・林産業活性化推進議員連盟からの報告
　　　　　　•北海道市議会議長会 道北支部議長会が開催
 P17 •こんなことが決まりました
  •各組合議会からの報告 ……………… ほか

TEL42-1907　FAX43-6700
●留萌市議会事務局

■
留
萌
市
応
援
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）

　

返
礼
品
協
力
事
業
者
の
募
集

　

4
月
1
日
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

サ
イ
ト
「
さ
と
ふ
る
」
に
て
留
萌
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
込
み
受
付

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

留
萌
市
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て

頂
い
た
方
の
返
礼
品
に
は
、
日
本
一

の
生
産
量
を
誇
る
「
塩
か
ず
の
子
」

な
ど
の
質
の
高
い
水
産
加
工
品
や
全

国
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
3
年

連
続
金
賞
の
「
な
な
つ
ぼ
し
」
な
ど

良
質
な
米
の
他
、
留
萌
市
な
ら
で
は

の
海
の
幸
、
山
の
幸
を
送
り
ま
す
。

　

委
員
会
の
中
で
は
、
季
節
に
応
じ

た
旬
の
も
の
を
旬
な
時
期
に
送
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
、
返
礼
品
に
新
鮮

な
海
産
物
を
送
れ
な
い
か
な
ど
の
意

見
が
あ
り
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
留
萌
市
で
は
こ
れ
か
ら
も
事
業

者
に
対
し
、
特
産
品
を
広
く
募
り
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

■
第
４
次
留
萌
市
道
路
整
備
5
箇
年
計
画

　

こ
の
計
画
で
は
、
生
活
道
路
に
お
け
る

舗
装
の
老
朽
化
解
消
を
主
な
目
的
と
し

て
、
安
心
安
全
な
都
市
機
能
、
快
適
な
都

市
機
能
の
向
上
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
に
整
備
す
る
予
定
の
道
路
は
「
住

之
江
6
号
通
り
」「
沖
見
29
号
通
り
」
な

ど
8
カ
所
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
補
助
事
業
は
今
後
も
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
中
、
国
の
重
点

化
施
策
で
あ
る
老
朽
化
対
策
事
業
を
積
極

的
に
活
用
し
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
老
朽

化
対
策
以
外
の
道
路
改
良
舗
装
系
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
採
択
が
非
常
に

厳
し
い
た
め
、
市
債
を
活
用
し
た
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

■
第
３
期
留
萌
市
福
祉
計
画
策
定

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
良
い

地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
た
留
萌
市
福

祉
計
画
は
、
平
成
17
年
に
第
１
期
が
策
定

さ
れ
、
29
年
度
か
ら
33
年
度
ま
で
の
５
年

間
を
計
画
期
間
と
し
た
第
３
期
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
常
任
委
員
会
と
し
て
、
地
域

福
祉
に
関
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
把
握
や
課

題
分
析
を
踏
ま
え
て
の
計
画
に
な
る
よ
う

協
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
実
施
し
た
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

が
在
宅
生
活
を
続
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
望
む
声
が
多
い
こ
と
を
念
頭
に
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

た
取
り
組
み
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

■
東
光
小
学
校
整
備
事
業
完
了

　

３
月
30
日
、
耐
震
補
強
工
事
な
ど
が
完

了
し
た
東
光
小
学
校
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

老
朽
化
が
著
し
く
、
平
成
26
年
度
か
ら

施
設
各
所
の
補
修
と
耐
震
補
強
工
事
な
ど

大
規
模
改
造
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

快
適
で
安
全
な
教
育
環
境
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

床
壁
天
井
の
全
面
改
修
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
、
ト
イ
レ
の
全
面
改
修
、
暖
房
設
備

の
更
新
な
ど
約
３
億
円
の
整
備
事
業
。
教

室
や
廊
下
の
壁
が
全
面
改
修
さ
れ
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
照
明
設
置
個
所
も
増
え
、
と
て
も
明

る
い
校
舎
に
な
り
ま
し
た
。

▲補強工事が完了した東光小学校校舎

　

ま
た
、
ト
イ
レ
は
和
式
か
ら
洋
式
に
変

更
し
、
怪
我
な
ど
を
し
た
際
に
も
不
安
の

な
い
車
イ
ス
対
応
の
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー

も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
玄
関
は
、
ブ
ー
ツ

も
入
る
長
い
靴
箱
に
取
り
替
え
る
な
ど
、

最
適
な
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

耐
用
年
数
は
約
15
年
間
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

▲明るく快適になったトイレ

第１常任委員会からの報告

第２常任委員会からの報告

留萌市議会だより 議会です こんにちは

▲ふるさと納税サイト「さとふる」
の留萌市のページ

▲今年度に整備する予定の道路（南５
丁目通り）

留萌市制施行 70 年特別企画

中学・高校生
意見交換会

との

　留萌市議会では、市内の中学・高校生を対象とした初めての「意見交換会」を開きます。
マチづくりなどについて意見交換を行うほか、決められたテーマについて話し合い、一日
議員体験をしてもらいます。
　昨年６月に改正公職選挙法により選挙権年齢が18歳以上に引き下げられ、その１票が
地域社会を変えることができるようになりました。自分たちが暮らすマチにもっと関心を
持ち、議会との意見交換を通して、故郷留萌の未来を考えるきっかけとしてもらいたいと
願い、開催します。

夏休み期間中
※決まり次第、市議会ホームページ
　などでお知らせします。

市議会議場
（留萌市役所３階）

市内の中学・高校生 詳しくは、留萌市議会事務局にお問
い合わせください。

と  き

対  象

場  所
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村
上　
　

均  

留　萌
公明党

質
問

防
災
情
報
伝
達
体
制
強
化
に
つ
い
て

　

北
海
道
日
本
海
沿
岸
部
津
波
浸
水
想
定
の
公

表
を
受
け
、
海
岸
線
の
津
波
影
響
開
始
時
間
は

最
短
28
分
、
浸
水
予
想
地
区
へ
の
い
ち
早
い
防

災
情
報
伝
達
が
大
切
で
あ
る
。
防
災
行
政
無
線

は
威
力
を
発
揮
す
る
が
、
強
風
な
ど
で
聞
こ
え

づ
ら
い
場
面
も
あ
る
。
情
報
伝
達
体
制
強
化
の

取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

▲津波の発生などの情報を自動受信で
きる防災ラジオ

答
弁

今
回
の
津
波
浸
水
予
想
で
ほ
ぼ
浸
水
区

域
と
な
っ
た
海
岸
域
の
住
民
に
防
災
行
政
無
線

の
放
送
を
自
動
受
信
で
き
る
防
災
ラ
ジ
オ
を
無

償
貸
与
し
災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
の
補
強
を

図
る
。

質
問

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い

て
　

地
域
で
取
り
組
む
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で

は
、
認
知
症
対
策
が
大
き
な
柱
の
ひ
と
つ
と
な

る
。
そ
こ
で
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
は
、
発
症
予
防
か
ら

人
生
の
最
後
段
階
ま
で
生
活
機
能
障
が
い
の
進

行
状
況
に
合
せ
て
ど
の
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
れ
ば
良
い
の
か
の
流
れ
を
標
準
的
に
示

し
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
29
年
度
を
め
ど
に
医

療
機
関
、
介
護
事
業
所
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

作
製
し
、
関
係
機
関
へ
の
普
及
啓
発
に
取
り
組

み
た
い
。 

戸
水
美
保
子  

留　萌
公明党

質
問

ご
当
地
婚
姻
届
の
製
作
に
つ
い
て

　

各
地
で
マ
チ
の
特
徴
を
あ
し
ら
っ
た
「
ご
当

地
婚
姻
届
」
が
作
ら
れ
て
い
る
。
新
し
い
夫
婦

の
門
出
の
記
念
と
し
て
、
留
萌
市
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
製
作
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

ご
当
地
婚
姻
届
は
、
夫
婦
と
し
て
ス
タ

ー
ト
す
る
記
念
に
な
り
、
地
域
全
体
で
結
婚
を

応
援
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

作
成
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

質
問

高
齢
者
の
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

　

ご
み
の
分
別
が
細
か
い
た
め
、
分
別
に
困
難

さ
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
か
ら
ご
相
談
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
一
人
暮
ら
し
で
近
く
に
教
え
て

貰
え
る
方
が
い
な
い
場
合
な
ど
、
留
萌
市
は
住

み
に
く
い
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

気
軽
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に

担
当
の
番
号
を
大
き
く
印
刷
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー

な
ど
を
配
布
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
現
在
の

分
別
種
類
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

　

今
後
、
認
知
症
な
ど
で
分
別
で
き
な
く
な
る

高
齢
者
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
ご
み
分
別
に
つ
い
て
何
ら
か
の
支
援

策
を
検
討
で
き
な
い
か
。

▲新しくなったごみ分別ハンドブック

答
弁

ご
み
分
別
支
援
は
地
域
で
の
支
え
合
い

が
基
本
と
な
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

の
中
で
具
体
的
な
議
論
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

 
土
田　

悦
也  

萌政会

質
問

留
萌
の
玄
関
口
と
し
て
の
駅
前
エ
リ
ア

活
性
化
に
つ
い
て

　

留
萌
駅
前
は
Ｊ
Ｒ
留
萌
駅
、
各
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
結
節
点
で
も
あ
り「（
仮
称
）留
萌
Ｉ
Ｃ
」

に
最
も
近
接
し
た
重
要
な
エ
リ
ア
で
あ
る
。

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
環
境
整
備
の
充
実
が

必
要
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
た

い
。

　

ま
た
、「
留
萌
駅
前
自
由
市
場
」
周
辺
を
核

と
し
た
振
興
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
手
始
め
に

交
差
点
名
を
「
お
さ
か
な
交
差
点
」、
通
り
名

を
「
う
ま
い
よ
通
り
」
な
ど
親
し
ま
れ
る
通
称

名
に
し
て
は
ど
う
か
。

▲駅前エリア

答
弁

平
成
34
年
度
を
も
っ
て
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
、
32
年
に
は
「
都
市
計
画
区
域
内

に
お
け
る
整
備
・
開
発
・
保
全
の
方
針
」
が
改

訂
時
期
を
迎
え
る
た
め
現
状
に
見
合
っ
た
も
の

と
し
て
見
直
し
の
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、生
鮮
販
売
を
核
と
し
た
「
駅
前
地
区
」

の
活
性
化
は
、
駅
前
大
通
り
商
店
街
振
興
組
合

と
も
意
見
交
換
し
、
駅
前
地
区
全
体
と
し
て
の

意
思
や
意
欲
の
確
認
、
さ
ら
に
は
取
り
組
む
場

合
の
課
題
な
ど
を
整
理
し
た
上
で
判
断
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

質
問

観
光
ス
ト
ー
リ
ー
の
構
築
に
つ
い
て

　

市
民
誰
も
が
観
光
ガ
イ
ド
・
観
光
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
な
る
た
め
の
計
画
が
必
要
で
は
。

答
弁

観
光
協
会
、
留
萌
商
工
会
議
所
と
も
連

携
し
、
し
っ
か
り
と
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
。

 

坂
本　

守
正  

民進党

質
問

新
・
留
萌
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
つ

い
て

　

公
立
病
院
改
革
の
究
極
の
目
的
は
、
公
・
民

の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
地
域
に
お
い
て

必
要
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
り
、
へ
き

地
医
療
・
不
採
算
・
高
度
先
進
医
療
な
ど
を
提

供
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
た
め
、
ど

の
よ
う
な
視
点
で
策
定
し
た
の
か
。

　

限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
中
で
、
地
域
完
結
型

の
医
療
を
支
え
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。　

▲新しい改革プランに取り組む市立病
院

答
弁

経
営
の
効
率
化
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、

経
営
形
態
の
見
直
し
に
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま

え
た
役
割
の
明
確
化
を
加
え
た
４
つ
の
視
点
を

策
定
の
基
本
と
し
て
い
る
。

　

市
民
の
生
命
や
健
康
を
守
り
、
医
療
水
準
の

向
上
に
貢
献
す
る
た
め
、
地
域
の
医
療
機
関
で

は
対
応
が
困
難
、
ま
た
は
対
応
し
て
い
な
い
政

策
的
医
療
を
中
心
に
救
急
医
療
体
制
や
周
産

期
、
小
児
科
医
療
の
維
持
な
ど
、
地
域
セ
ン
タ

ー
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
基
本

的
な
方
向
性
と
し
て
策
定
し
た
。

 

小
野　

敏
雄  

萌　芽
クラブ

質
問

幼
児
療
育
通
園
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画
に

つ
い
て

　

幼
児
療
育
通
園
セ
ン
タ
ー
は
、
公
共
施
設
の

個
別
計
画
が
決
ま
っ
て
い
な
い
中
で
の
新
築
移

転
と
な
る
が
、他
施
設
と
の
比
較
で
の
緊
急
性
、

優
先
度
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

答
弁

幼
児
療
育
通
園
セ
ン
タ
ー
は
築
後
45
年

が
経
過
し
、
現
行
の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
こ
と
や
維
持
管
理
費
の
増
大
と
い
っ
た
課

題
を
抱
え
る
中
、
利
用
者
の
安
全
や
療
育
機
能

の
充
実
を
図
る
上
で
、
改
築
が
望
ま
し
い
と
判

断
し
た
。

質
問

高
校
統
合
と
留
萌
中
学
校
移
転
計
画
に

つ
い
て

　

高
校
統
合
後
の
校
舎
と
な
る
千
望
高
校
校
舎

周
辺
環
境
変
化
へ
の
対
応
と
留
萌
中
学
校
移
転

計
画
の
内
容
、
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

統
合
後
は
現
在
の
3
倍
の
生
徒
が
通
学

す
る
こ
と
に
な
り
、
周
辺
の
安
全
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
。

　

留
萌
中
学
校
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
今
年
8

月
ま
で
に
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

留
萌
中
学
校
を
大
規
模
改
修
し
た
場
合
、
経

費
は
8
億
円
に
な
る
見
込
み
だ
が
、
留
萌
高
校

校
舎
を
利
用
す
れ
ば
2
億
5
千
万
円
か
ら
3
億

円
に
抑
え
ら
れ
る
。

▲留萌中学校

 

川
口　

宏
和  

萌　芽
クラブ

質
問

多
く
の
雪
捨
て
場
確
保
に
向
け
て

　

市
内
の
道
路
の
現
状
を
見
る
と
、
雪
捨
て
場　

が
不
足
し
て
い
る
が
、
雪
捨
て
場
を
拡
充
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　

民
有
地
を
雪
捨
て
場
と
し
て
借
り
上
げ
、
固

定
資
産
税
を
減
免
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が

そ
の
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

雪
の
堆
積
場
確
保
に
つ
い
て
は
個
人
の

善
意
に
よ
り
、
民
有
地
を
堆
積
場
と
し
て
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

融
雪
期
に
雪
中
の
ご
み
が
散
乱
す
る
な
ど
、

後
々
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う
に
利
用
し
た

い
。

　

固
定
資
産
税
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

無
償
で
提
供
を
受
け
て
お
り
、
公
平
性
の
観
点

か
ら
現
時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
る
。

▲大和田八線左の沢市民雪捨て場

質
問

デ
マ
ン
ド
バ
ス
導
入
に
向
け
て

　

今
後
高
齢
化
が
進
み
、
自
家
用
車
を
運
転
す

る
人
口
も
減
少
し
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
生
活

の
足
を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
る

が
、
自
宅
を
起
点
に
し
た
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運

行
に
つ
い
て
実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

平
成
22
年
度
に
実
施
し
た
実
証
運
行
で

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
判
断
し
、
本
格
運

行
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
高
齢

化
社
会
を
考
え
る
と
高
齢
者
の
足
の
確
保
に
つ

い
て
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

 

村
山
ゆ
か
り  

萌　芽
クラブ

質
問

留
萌
市
の
農
業
、
漁
業
振
興　

　

農
業
を
核
と
し
た
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
29
年 

第
１
回
定
例
会
一
般
質
問
と
答
弁

留萌市議会だより 議会です こんにちは
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事
業
の
成
果
を
聞
き
た
い
。
農
業
・
農
村
支
援

セ
ン
タ
ー
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
る
も
い
農
業
応
援
隊

と
の
連
携
に
つ
い
て
の
方
針
を
聞
き
た
い
。

　

漁
業
者
の
安
定
的
経
営
を
確
保
す
る
た
め
、

ホ
タ
テ
養
殖
業
へ
の
経
営
転
換
に
対
し
、
市
の

支
援
は
あ
る
の
か
。

　

留
萌
地
方
卸
売
市
場
の
建
て
替
え
と
新
星
マ

リ
ン
漁
業
協
同
組
合
本
所
の
移
転
に
つ
い
て
確

認
し
た
い
。

▲旧幌糠小中学校グラウンドに設置され
ている水耕野菜栽培実験ハウス

答
弁

１
次
産
業
と
食
品
加
工
な
ど
の
「
も
の

づ
く
り
」
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
し
、
廃
校
舎

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
活
用
し
た
水
耕
栽
培
試
験
事

業
、
資
源
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
査
・
研
究

事
業
な
ど
を
実
施
。
新
た
な
雇
用
創
出
、
実
施

主
体
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
を
設
立
。
行
政
が
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
農
業
と
福
祉
と
の
連
携
に

よ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
農
業
の
推
進
な
ど
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
る
も
い
農
業
応
援
隊
に
業
務
委
託
を
考

え
て
い
る
。

　

ホ
タ
テ
養
殖
業
の
経
営
転
換
に
対
し
、
就
業

希
望
者
や
漁
業
協
同
組
合
と
必
要
な
処
置
に
つ

い
て
調
整
し
た
い
。

　

留
萌
地
方
卸
売
市
場
は
、
昭
和
53
年
に
公
設

市
場
と
し
て
開
設
。
建
て
替
え
は
、
平
成
32
年

度
に
行
う
計
画
。
組
合
本
所
は
、
31
年
に
臼
谷

地
区
に
移
転
計
画
が
あ
り
、
関
係
各
所
と
足
並

み
を
合
わ
せ
て
調
整
し
て
い
く
。

 

坂
本　
　

茂  

無会派

質
問

Ｊ
Ｒ
留
萌
線
の
「
存
続
を
求
め
」
道
・

国
に
対
処
と
支
援
を
要
請
す
る
こ
と

　
「
留
萌
線
廃
止
・
バ
ス
転
換
」提
案
の
根
源
は
、

毎
年
５
０
０
億
円
近
い
赤
字
が
出
る
こ
と
を
承

知
で
政
府
が
強
行
し
た
国
鉄
の「
分
割
民
営
化
」

に
あ
る
。

　

鉄
道
は
、
車
椅
子
利
用
者
や
自
動
車
に
弱
い

人
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
移
動
手
段
で
あ

り
、
沼
田
町
や
秩
父
別
町
か
ら
深
川
市
に
通
う

高
校
生
の
通
学
に
欠
か
せ
な
い
足
と
な
っ
て
い

る
。

　

留
萌
市
は
市
民
と
と
も
に
「
現
に
使
っ
て
い

る
留
萌
線
の
存
続
を
求
め
る
意
思
を
表
示
」し
、

「
分
割
民
営
化
の
検
証
、
地
域
の
暮
ら
し
と
産

業
振
興
に
欠
か
せ
な
い
留
萌
線
を
含
む
公
共
交

通
網
の
確
立
と
支
援
を
道
・
国
に
要
請
す
べ
き
」

と
考
え
る
。
先
人
が
築
い
た
鉄
道
網
を
安
易
に

廃
止
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
市
長
の
見
解
を
伺

う
。答

弁

「
分
割
民
営
化
」
は
、
国
の
「
行
財
政

改
革
」
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
。
こ
の
度
の

提
案
は
北
海
道
全
体
に
関
わ
る
問
題
な
の
で
道

が
公
共
交
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
国
に
支
援

を
求
め
た
り
自
治
体
と
協
議
す
べ
き
と
考
え

る
。

　

鉄
道
は
、
自
家
用
車
な
ど
移
動
手
段
を
持
た

な
い
人
や
学
生
・
高
齢
者
の
通
学
や
通
院
の
足

と
し
て
、
ま
た
、
旅
行
時
の
移
動
手
段
と
し
て

の
役
割
を
担
う
。
一
方
、
今
日
で
は
バ
ス
で
移

動
す
る
方
も
増
え
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
の
声

を
聴
い
て
判
断
し
た
い
。

 

鵜
城　

雪
子  

萌政会

質
問

幼
児
療
育
通
園
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画
に

つ
い
て

　

閉
校
後
の
北
光
中
学
校
か
ら
旧
市
立
病
院
跡

地
、
旧
沖
見
小
学
校
跡
へ
と
移
転
・
新
築
の
考

え
方
が
変
更
さ
れ
た
経
緯
を
お
聞
き
し
た
い
。

　

旧
沖
見
小
学
校
を
解
体
し
、
新
築
し
た
場
合

総
事
業
費
は
４
億
７
０
０
０
万
円
だ
が
、
留
萌

市
の
実
質
公
債
費
比
率
は
破
綻
状
態
に
あ
る
夕

張
市
、
赤
平
市
に
続
き
ワ
ー
ス
ト
３
と
な
っ
て

お
り
、
市
立
病
院
の
赤
字
な
ど
を
考
慮
し
、
現

在
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
施
設
建
設
費
の
縮

小
が
必
要
だ
と
思
う
が
市
の
見
解
を
伺
い
た

い
。

　

施
設
を
新
築
す
る
に
当
た
り
、
ソ
フ
ト
面
の

充
実
こ
そ
が
療
育
に
お
い
て
重
要
だ
と
考
え
る

が
、
保
護
者
の
要
望
を
ど
の
よ
う
に
聞
き
入
れ

て
い
く
の
か
お
聞
き
し
た
い
。

　

セ
ン
タ
ー
新
築
は
、
初
め
か
ら
単
独
施
設
と

決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
議
論
を
重
ね
、
視

察
を
行
い
、
よ
り
良
い
施
設
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁

北
光
中
学
校
改
修
に
は
多
額
の
予
算
が

掛
か
る
。
不
安
の
な
い
場
所
で
子
育
て
を
し
て

ほ
し
い
と
考
え
た
。

　

財
政
状
況
は
、
過
去
の
よ
う
な
財
政
状
況
に

な
ら
な
い
よ
う
に
見
込
ん
で
予
算
を
立
て
て
い

る
の
で
理
解
し
て
ほ
し
い
。

　

保
護
者
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
を
徐
々
に

行
っ
て
い
く
。

　

施
設
は
単
独
と
い
う
こ
と
で
、
心
に
決
め
た

と
い
う
こ
と
で
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

【総務費】
Ｑ地域おこし協力隊募集の分野と人
数について
Ａ観光、地域医療・健康づくり、農
業農村活動に関わる分野で、全体
で６人程度としている。
Ｑ高齢者の運転免許証の自主返納後
は、バスやタクシーチケットの配
布支援を行うなどの考えはあるか
Ａ市では、免許証返納に伴う独自の
事業は実施していない。警察署など
と連携し、老人クラブなどで運転
講習などを行う機会を設けたい。
Ｑ風力発電には地域の可能性がある
と考える。誘致に向けた研究と取
り組みについて伺う

▲礼受牧場に設置の風力発電機

Ａ三泊の風況調査や北海道電力の受
入拡大など、いろいろな動きもあ
る。調査研究の中で市として何
ができるかを検討していきたい。
Ｑホームページ管理委託の内容は
Ａ４月１日から市のホームページが
新しくなる。実施に伴うサーバの
借上げや保守管理、翻訳・音声読
み上げ機能のための内容である。
【民生費】
Ｑ緊急通報システムの申請要件は
Ａ設置の対象者は、65歳以上の一
人暮らしなどで病気で緊急時に対
応が困難な方や、75歳以上の一人
暮らしなどで日常生活に不安があ
る方である。
Ｑ障がい者施設の支援員不足に対す
る市の取り組みは
Ａ事業所への求職者が少ないことか
ら、ハローワークと情報交換し、
解決に向けて取り組みたい。
Ｑ留萌には青少年団体を取りまとめ
る連絡協議会がない。青少年の健
全育成のために連携をとる必要が
あるのでは

▲毎年好評の子どもまつり

Ａ留萌市青少年健全育成推進協議会
は、市で委嘱している推進員によ
って事業を実施している。青少年
団体だけではなく、総合技能士会
や奉仕団体などと共に事業を進め
ている。
【衛生費】
Ｑなぜ医療クラークの育成が医師の
確保に繋がるのか
Ａ確かなスキルを持った医療クラー
クは医師の事務作業の軽減とな
る。診療に集中できる状態をつく
ることが医師の確保に繋がると考
えている。
Ｑ留萌南部衛生組合負担金の増額の
理由は
Ａ一般廃棄物処理施設の建設の際
に、公債費の償還が始まったため
である。
【農林水産費】 
Ｑ憩いの森を、眺望を楽しめる周回
コースとして整備はできないか
Ａ道が所有する森林であることから
協議した中で研究していきたい。
Ｑ農業を核とした産業創出プロジェ
クト事業の減額理由は
Ａ昨年までは地方創生事業の一環と
して予算を計上していたが、幌糠
農村・農業支援センターの管理や
NPO法人るもい農業応援隊に自
主運営を振り分けたためである。
Ｑトドによる海獣被害への対応は
Ａ平成29年度は、3隻の船で延べ９
回実施する計画である。
【商工費】
Ｑ水産加工品消費拡大推進事業で
29年度に力を入れる取り組みは
Ａかずの子条例が制定され、新事業
として、若者向けのかずの子の商
品開発などを進めたい。
Ｑ地域で起業したい人に対する支援

制度見直しの検討は
Ａ申請する際のエリアが分かりにく
いということは承知している。商
店街振興組合連合会と連携しなが
ら分かりやすい制度にしていきた
い。
Ｑ外国人観光客の受入環境に関わる
整備として無料の充電設備の設置
は検討できないか
Ａ29年度は観光地の無線LＡN環境
の整備を行う。ニーズを把握しな
がら整備を図っていきたい。
【土木費】
Ｑ北８条通り（旧生協の坂）のロー
ドヒーティングが効率的に稼働し
ていないが、事故防止の対策を考
えられないか
Ａ電力の使用量が増える午後４時か
ら午後９時までの間で15分程度
ずつ計２時間、通電を遮断する
契約となっている。今後は、状態
を確認しながら対策を考えたい。
Ｑ塩見緑地委託管理業の内容は
Ａごみ清掃と芝の管理業務を町内会
に委託するものである。
【教育費】
Ｑ留萌百年物語事業は今後も継続し
ていくのか

▲市・教育委員会発行の「留萌百年物語」

Ａこの事業は３年間をめどとしてい
るが、検討して決めたい。
Ｑ勤労者体育センターの畳の傷みが
激しいと聞いているが、安全対
策は
Ａ留萌柔道連盟と協議しながら考え
ていきたい。
Ｑ３年間のスポーツ合宿の成果と課
題は
Ａ留萌の知名度アップと食の連携事
業、社会教育施設の環境改善など
が挙げられる。会場使用料や民間
宿泊施設の収容力が課題である。

予算審査特別委員会からの報告（一部抜粋）３月16日から21日まで、予算審査特別委員会を開きました。

留萌市議会だより 議会です こんにちは

▲ＪＲ留萌線（深川ー留萌間）

▲移転・新築が検討される幼児療育通
園センター



■
林
活
議
連
研
修
会
を
実
施
し
て

　

森
林
の
役
割
や
大
切
さ
な
ど
、
留

萌
地
域
の
林
業
・
木
材
業
の
現
状
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

林
活
議
連
研
修
会
を
２
月
14
日
（
午

後
１
時
〜
４
時
）
小
平
町
大
椴
の
伐

採
現
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

留
萌
市
議
８
人
、
小
平
町
議
２

人
、
留
萌
市
議
会
事
務
局
１
人
が
参

加
し
、
非
常
に
有
意
義
な
学
習
の
機

会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
研
修
会
で
は
、
留
萌
振
興

局
の
森
林
室
と
林
務
課
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
小
平
町
の
道
有
林
造
材

事
業
現
場
と
留
萌
港
の
移
輪
出
原
木

集
積
現
場
を
現
地
視
察
し
ま
し
た
。

　
森林資源の循環利用を促進

　

小
平

町
大
椴

の
伐
採

現
場
で

は
、
高

性
能
林

業
機
械

を
巧
み

に
操
作

す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
が
短
時
間
で
そ
れ

ぞ
れ
の
材
質
に
分
別
（
Ａ
材
は
製
材

用
、
Ｂ
材
は
合
板
用
、
Ｃ
材
は
パ
ル

ブ
、
燃
料
用
）
す
る
作
業
を
目
の
当

た
り
に
体
験
し
ま
し
た
。

　

阿
部
林
業
の
阿
部
隆
代
表
か
ら
地

域
の
若
者
を
プ
ロ
に
育
て
る
担
い
手

づ
く
り
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

情
熱
的
で
、
人
材
育
成
に
取
り
組

む
真
剣
な
姿
勢
に
期
待
を
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
28
年
か
ら
は
、
８
月
11
日
が

国
民
の
祝
日
「
山
の
日
」
と
制
定
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
、
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
植
樹
祭
や
森
林
環
境

教
育
・
木
育
活
動
の
推
進
に
留
萌
林

活
議
連
と
し
て
も
、
関
係
機
関
と
連

携
を
深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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各組合議会からの報告
　平成29年留萌消防組合議会第１回定例会を３
月24日に開催し、「行政報告（消防車両の更新整

備について）」および「一般質問（津波浸水災害に対する対応について）」
に対する答弁終了後、「平成28年度留萌消防組合補正予算（第３号）」「平
成29年度留萌消防組合予算」「留萌消防組合個人情報保護条例の一部を
改正する条例制定について」「留萌消防職員の育児休業等に関する条例
の一部を改正する条例制定について」の４件を審議、可決しました。
　また、定例会開会前に開催した平成29年第１回留萌消防組合全員協
議会において、29年度の行政視察の実施について協議し、視察のテ―
マを女性消防吏員の登用、消防団の装備品の整備状況などについて視察
することとしました。

　２月３日開催の第１回議員協議会では、プラ製
容器と紙製容器の分別状況について報告がありま

した。プラ製容器は、汚れた容器など不適切な分別が多く、３市町合わ
せた適正な分別は59.6％と前回調査より低下。紙製容器は、81.7％と
なっており、引き続き各市町で、適正な分別の周知などの取り組みをお
願いしています。
　２月24日の第１回定例会では、29年度留萌
南部衛生組合予算を総額８億645万８千円とし
たほか、長期継続契約に関する新たな条例制定、
債権管理に関する規定を新たに定める債権管理
条例などを制定しました。

　平成29年度春季北海道市
議会議長会道北支部議長会
（加盟７市：旭川市、稚内市、
士別市、紋別市、名寄市、富
良野市、留萌市）が、４月６
日、留萌市役所第２委員会室
で、各市の議長、副議長、議
会事務局職員21人が集まり
開催されました。
写真

▲道北支部議長会会議

　留萌市での開催は25年度
秋季以来、３年半ぶり。会議
では、今年度の北海道・全国
市議会議長会役員、今年度事
業計画（案）などを協議した
ほか、北海道市議会議長会へ

の提出議案についても協議
し、留萌市議会が提案した「Ｊ
Ｒ北海道の経営再建及び路線
維持に向けた支援措置につい
て」が承認されました。
　会議終了後は「留萌市幌糠
農業・農村支援センター」を
視察し、農業と福祉の連携に
よる６次産業化事業の取り組
みや地方創生先行型交付金で
設置した農業用実験ハウスＡ
棟・Ｂ棟、資源循環型ボイラ
ーハウスなどを２班に分かれ
て見学しました。

　市民が議会に望んで
いること、議員にして
ほしいことってどんな
ことでしょう。生活で
不便を感じている環境
整備、市の予算チェッ
ク、新しい事業構築へ
の市民意見の反映など
要求もさまざまです。
　議員は、それぞれ活
動するフィールドや考
え方の違いがあります
が、市民の幸せを目指
していることに違いは
ありません。皆さんの
意見に応えるため、慎
重に協議を重ねて方向
性を見出しています。
　今年は、中高生と意
見交換や採決を経験し
てもらい留萌の未来を
創造していこうという
企画があります。
　今から、とても楽し
みです。（ゆ）

編集後記

こんなことが決まりました 平成29年 第１回定例会
３月７日～22日

留萌消防組合議会

留萌南部衛生組合議会

　【議　　案】
・平成28年度留萌市一般会計補正予算(第6号)
・平成29年度留萌市一般会計予算
・留萌市議会議員及び留萌市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例制定について 
・「若者たちが萌えるまち」留萌市応援寄附条例の一部を改正する条例制定について 
・留萌市議会政務活動費交付条例の一部を改正する条例制定について  ほか21件‥‥ 原案可決

　【意見書案】
・地方自治体議員選挙での選挙運動ビラ頒布の解決を求める意見書 
・長時間労働を規制する法律の早期制定を求める意見書 
・地域公共交通維持のための財政支援の拡充を求める意見書 
・無料公衆無線LAN(Wi-Fi)環境の整備促進を求める意見書 
・海洋ごみの処理推進を求める意見書 ほか２件 ‥‥ 原案可決

　平成29年第１回定例会が16日間の会期で開催され、議案26件、意見書７件などを審議しました。

【訂正】平成29年２月発行の留萌市議会だより「議会です こんにちは」第 123 号において誤りがありましたので、
次のとおり訂正します。●10ページ「もくじ」誤「各組織議会からの報告」→ 正「各組合議会からの報告」

森林・林業・林産業活性化推進議員連盟からの報告

【説明】　 市議会は、平成27年度に留萌市議会政務活動費交付条例の一部を改正しましたが、29年度の政務活動
費の交付については、議会内での制度に対する認識を深める必要があると判断し、28 年度同様凍結することと
しました。

留萌市議会だより 議会です こんにちは

▲現地で水耕栽培を視察

▲小平町大椴の伐採現場

▲汚れた容器は不適物

　後期の各常任委員会が新たに構成
されたのでお知らせします。
【議会運営委員会】
●委 員 長　燕　昌克
●副委員長　川口宏和
●委　　員　鵜城雪子、野呂照幸　
　　　　　　戸水美保子、珍田亮子
　　　　　　村山ゆかり、坂本守正
【第１常任委員会】
●委 員 長　野呂照幸
●副委員長　川口宏和
●委　　員　土田悦也、澤井篤司
　　　　　　米倉靖夫、鵜城雪子
　　　　　　小野敏雄、村上　均
【第２常任委員会】
●委 員 長　村山ゆかり
●副委員長　坂本　茂
●委　　員　笠原昌史、燕　昌克、
　　　　　　戸水美保子、珍田亮子
　　　　　　野崎良夫、坂本守正
【議会広報常任委員会】
●委 員 長　鵜城雪子
●副委員長　笠原昌史
●委　　員　土田悦也、米倉靖夫
　　　　　　川口宏和、戸水美保子
　　　　　　村山ゆかり、坂本守正
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